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「第２章 滝尾駅前周辺の課題」で整理した解決すべき課題や、地域住民が駅前広場に求める 

ニーズなどを踏まえ、駅前広場の将来像と整備における基本方針を以下のように定めます。 

 
１-１．滝尾駅前広場の将来像 

やすらぎとつながりを感じられるまちの交通・交流拠点 

仕事や学校、買物を終えた帰路の途中、滝尾駅を降りると、まるで家にかえってきたような  

やすらぎを感じられ、心がほっとする。休日には、穏やかなにぎわいが生まれ、人とのつながりを

感じられる。このような空間となることを目指し、滝尾駅前広場の将来像を設定します。 

 

 
１-２．基本方針 

駅前広場を構成する「交通空間」と「環境空間」、また「駅周辺」に関する方針を以下のように  

定めます。 

 

Ⅰ．駅利用者の利便性向上 -交通空間-                                   

多様な交通手段を利用できるよう、交通結節機能を強化し、地区の玄関口として、誰もが安全

で快適に利用できる駅前空間を創出します。 

 

Ⅱ．ゆとりを感じさせる 居心地よい空間の創出 –環境空間-                        

家族や友人などとゆっくりとくつろいだり、ペットと散歩したり、日常の中にゆとりを     

感じられる空間を創出します。 

 

Ⅲ．豊かなコミュニティを育む 柔軟な活用ができる空間の創出 –環境空間-          

地域で採れた食材を朝市で販売したり、マルシェやキッチンカーで買い物を楽しんだり、日常

の中にささやかなにぎわいを生み出す、誰もが活用しやすい空間を創出します。 

 

Ⅳ．駅を中心とした暮らし環境の向上 –駅周辺-                          

都心部との近接性と豊かな自然環境の両方を備える、滝尾駅周辺地区の居住環境としての 

ポテンシャルを最大限に引き出すため、駅前空間の充実や駅へのアクセス性の改善を図り、地域

価値の持続的な向上を目指します。 
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１-３．取組内容 

基本方針を踏まえ、駅前広場整備における取組内容を以下のように定めます。 

 

(1) 交通空間に関する取組 

 基本方針 取 組 

 Ⅰ．駅利用者の利便性向上 

1） 交通結節機能を有する施設を整備します。（タクシー・

バス・自家用車乗降場、自家用車短時間駐車場、   

駐輪場、車道など） 

2） 鉄道と各種交通の乗継ぎを円滑に行える施設配置  

および移動動線の確保を行います。 

3） 高齢者や障害のある人を含む、すべての人々にとって

利用しやすい空間づくりを行います。 

 
(2) 環境空間に関する取組 

 基本方針 取 組 

 
Ⅱ．ゆとりを感じさせる 

居心地よい空間の創出 

1） 植樹、緑化等を図り、良好な景観を創出します。 

2） ベンチなどの休憩施設を設置します。 

3） 案内板や公衆トイレなどのサービス機能の充実を図り

ます。 

4） 夜間や雨の日、猛暑の日なども安心して駅を利用   

できるよう、待合環境の改善を行います。 

 Ⅲ．豊かなコミュニティを 

育む 柔軟な活用が 

できる空間の創出 

1） 人々の交流の場を確保するため、空間利用の自由度が

高く、柔軟に活用可能なオープンスペースを確保   

します。 

 
2） 駅前広場の利用者の安全性を確保するため、流入交通

の調整を検討します。 

 
(３) 駅周辺に関する取組 

 基本方針 取 組 

 Ⅳ．駅を中心とした暮らし

環境の向上 

1） 駅前広場整備に伴い、多様な主体と連携し、本地区の

顔となる駅前空間を実現します。 

2） 駅前広場へと接続する幹線道路を整備します。 

 

 



 


